























の幹細胞活性について、移植を用いて解析した。実験魚には、ASG が緑色蛍光を発する vasa-GFP 遺伝子
導入ニジマスの雄個体を用い、排精を確認した日から 0, 1, 3, 5, 7, 9, 11 ヶ月目、および翌年の排精確認後
1 ヶ月目にあたる排精 15 ヶ月目に精巣を採取した。得られた精巣の一部は組織学的解析に供し、残りの精
巣は酵素処理による分散後、パーコール密度勾配遠心分離法およびフローサイトメトリーによる ASG の
単離を行った。得られた細胞は一定細胞数ずつ宿主腹腔内へ移植し、宿主生殖腺への移動、生着を指標に、
各季節の ASG が持つ幹細胞活性を調べた。その結果、排精 0－1 ヶ月目は、ASG の幹細胞活性は高かった
が、排精 3－5 ヶ月目にその幹細胞活性は著しく低下することが明らかになった。その後、繁殖期が終了




の結果、ASG 集団の幹細胞活性の低下が起きた時期（1－3 ヶ月目）を含む 0－5 ヶ月の間、細胞死頻度・
増殖活性ともに大きな変化は認められず、幹細胞活性の低下要因を明らかにすることは出来なかったが、
ASG の幹細胞活性が回復した 5－9 ヶ月目にかけて、ASG の増殖活性が上昇した。このことから、ASG
の幹細胞活性の回復は、ASG 集団全体の増殖に伴い、精原幹細胞数が増加したことにより起きたと考えら
れた。以上の結果から、ASG のもつ性質は、一年を通して一定に保たれておらず、明瞭な季節性を持って
大きく変動していることが明らかとなった。また、排精１ヶ月目および 15 ヶ月目（翌年の排精 1 ヶ月目）
では、ASG の幹細胞活性、細胞死頻度、増殖活性が同様の傾向を示したことから、ASG の性質の季節的
変化は周期性を持っていることが示唆された。 
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性のみが明瞭に異なる２つの ASG 集団が存在することが明らかとなった。今後は、幹細胞活性の高い ASG
集団の持つ特徴を、分子レベルで解析し、これにより得られた分子の発現解析・機能解析を通して、精原
幹細胞の同定およびその性質の理解を行う。さらに、これにより得られた知見は、移植技術の効率化につ
ながることからも、移植技術が水産業へ応用された際に大きく貢献すると期待される。 
 
